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第1章：人工知能開発の歴史（100問） 
【黎明期】（第一次〜第二次ブームの遺産） 

1.​ アラン・チューリングが提唱した「計算機は思考できるか」という問いの意味は？ 
2.​ 1956年ダートマス会議で「人工知能（AI）」という言葉が誕生した背景は？ 
3.​ 第一次ブームの主役「探索と推論」が当時、知能の頂点とみなされた理由は？ 
4.​ 「トイ・プロブレム（おもちゃの問題）」という言葉が示す当時の技術的限界とは？ 
5.​ 第二次ブームで流行した「エキスパートシステム（If-Thenルール）」の仕組みは？ 
6.​ なぜ初期のAIは「椅子」や「猫」といった常識を教え込むのが困難だったのか？ 
7.​ 1980年代に日本が推進した「第五世代コンピュータ」が目指した理想とは？ 
8.​ 記号接地問題（シンボルグラウンディング問題）とは、AIの何を問うているのか？ 
9.​ フレーム問題とは、AIが「関係ないこと」を無視できないという悩み？ 
10.​過去2回の「AIの冬」が現在の研究開発に与えている教訓とは？ 

【深層学習】（ディープラーニングのブレイクスルー） 
11.​脳の仕組みを模した「ニューラルネットワーク」の基本的な考え方は？ 
12.​1980年代に発明された「誤差逆伝播法（バックプロパゲーション）」の役割は？ 
13.​長らく解決できなかった「勾配消失問題」とは、学習が止まってしまう現象のこと？ 
14.​ジェフリー・ヒントン氏らが提唱した「深層学習（ディープラーニング）」の核心とは？ 
15.​なぜ「層」を深く（ディープに）することで、AIは賢くなることができたのか？ 
16.​「自己符号化器（オートエンコーダ）」が、深い層の学習を助けた仕組みは？ 
17.​AIが自らデータの「特徴」を見つけ出すことの技術的な凄さとは？ 
18.​活性化関数（ReLUなど）が、ニューラルネットの判断に与える影響は？ 
19.​ディープラーニング以前の「機械学習」と「深層学習」の決定的な違いは？ 
20.​2006年に起きた、ニューラルネットワーク復活のきっかけとなった論文の内容は？ 

【計算資源】（データの爆発とGPUの進化） 
21.​なぜ2010年代に入って急激にAIが賢くなったのか（データの視点）？ 
22.​画像データベース「ImageNet」が、AIの「教科書」として果たした役割は？ 
23.​なぜゲーミングPCの部品である「GPU」が、AIの計算に向いていたのか？ 
24.​CPUとGPUの計算構造（直列処理と並列処理）の違いを簡単に言うと？ 
25.​ムーアの法則の限界と、AI専用チップ（GoogleのTPUなど）が登場した背景は？ 
26.​「ビッグデータ」をAIが学習することで、統計的な精度が向上した理由は？ 
27.​インターネット上の膨大なテキストや画像が、AIの進化にどう貢献したか？ 
28.​大規模な学習（トレーニング）に必要な電力やサーバー資源の課題とは？ 
29.​「クラウドコンピューティング」が、AI開発の民主化をもたらした理由は？ 
30.​エッジコンピューティング（端末側でのAI処理）が必要とされる背景は？ 



【言語変遷】（自然言語処理の変遷）（RNNからAttentionへ） 
31.​初期の翻訳ソフトに使われていた「ルールベース」の限界とは？ 
32.​文章の「前後」を覚えることができる「RNN（再帰型ニューラルネットワーク）」の仕組み
は？ 

33.​RNNが抱えていた「長い文章になると前のことを忘れる」という弱点とは？ 
34.​RNNの弱点を克服するために登場した「LSTM」という技術の特徴は？ 
35.​2016年にGoogle翻訳が劇的に賢くなった「ニューラル機械翻訳」の衝撃とは？ 
36.​2017年の画期的論文「Attention Is All You Need」が変えたものとは？ 
37.​「Attention（注意）」機構とは、文章の中の「どの言葉」に注目する技術か？ 
38.​Transformer構造が、従来のRNNに比べて学習スピードを圧倒的に上げた理由は？ 
39.​単語をベクトル（数値の羅列）として扱う「WordEmbeddings」の考え方は？ 
40.​文脈によって単語の意味が変わることを理解できるようになった技術的転換点は？ 

【画像認識】（画像認識技術の進展） 
41.​2012年のコンテストでAlexNetが起こした、画像認識精度の劇的な向上とは？ 
42.​CNN（畳み込みニューラルネットワーク）が画像の特徴を捉える仕組みは？ 
43.​「畳み込み」と「プーリング」という操作は、画像から何を抽出しているのか？ 
44.​人間が特徴を教えなくても、AIが「猫の目や耳」を見つけ出すプロセスとは？ 
45.​物体検出（写真の中に何がどこにあるか）の技術は、どう進化してきたか？ 
46.​セグメンテーション（画像をピクセル単位で塗り分ける）技術の活用例は？ 
47.​画像認識の精度が人間を超えたと言われる「ResNet」の驚異的な層の深さは？ 
48.​画像生成の先駆けとなった「GAN（敵対的生成ネットワーク）」の仕組みは？ 
49.​顔認証技術が急速に普及した技術的背景と精度の向上について。 
50.​医療用X線やCT画像から病変を見つけるAIの、現在の実力とは？ 

【強化学習】（AlphaGoが変えた推論） 
51.​囲碁で人間に勝利した「AlphaGo」が、当時のAI界に与えた衝撃とは？ 
52.​指導なしで自分同士で対戦して強くなる「強化学習」の仕組みは？ 
53.​AlphaGoが採用した「モンテカルロ木探索」とディープラーニングの融合とは？ 
54.​なぜ囲碁はチェスよりもAIにとって「難攻不落」と言われていたのか？ 
55.​報酬（スコア）を最大化するように行動を最適化する「Q学習」の考え方は？ 
56.​「AlphaZero」が、人間の棋譜を全く学ばずに最強になったことの意味は？ 
57.​強化学習が、ロボットの制御や工場の最適化にどう応用されているか？ 
58.​AIが「最善の一手」を導き出す際の、確率的な推論のプロセスとは？ 
59.​AlphaGoの勝利によって、AIは「創造性」を持ったと言えるのか？ 
60.​ゲーム以外の実世界（物流・エネルギー）での強化学習の活用事例は？ 

【LLM誕生】（大規模言語モデルの誕生） 
61.​GPT-1からGPT-3へと進化する中で、何が決定的に変わったのか？ 
62.​パラメータ数（モデルの大きさ）が1750億に達したGPT-3の衝撃とは？ 
63.​膨大なテキストを事前に学習させる「事前学習（Pre-training）」の仕組みは？ 
64.​なぜLLMは「次に続く言葉」を予想するだけで、これほど賢く見えるのか？ 



65.​BERT（バート）が登場し、文章を「双方向」から理解できるようになった利点は？ 
66.​「創発（Emergent Properties）」とは、モデルが巨大化して突然能力が開花する現象？ 
67.​大規模言語モデルが、翻訳・要約・対話などをこれ一つでこなせる汎用性の理由は？ 
68.​LLMがプログラミングコードを書けるようになったのは、なぜ可能だったのか？ 
69.​文章だけでなく画像も理解する「マルチモーダルLLM」への進化とは？ 
70.​ChatGPTが登場した際、これまでのAIチャットボットと何が違っていたのか？ 

【オープン】（オープンソースコミュニティの役割） 
71.​なぜAIの世界では、最新の研究成果がすぐに一般公開（オープンソース）されるのか？ 
72.​AIモデルの共有プラットフォーム「Hugging Face（ハギングフェイス）」の役割は？ 
73.​Meta社が公開した「Llama」が、個人のAI開発に与えた劇的な影響とは？ 
74.​オープンソースのAIが、巨大企業の独占を防ぐ「民主化」にどう貢献しているか？ 
75.​GitHubで公開されているAIライブラリ（PyTorch/TensorFlow）の重要性は？ 
76.​研究論文サイト「arXiv（アーカイブ）」がAI開発のスピードを上げている理由は？ 
77.​世界中のエンジニアがAIを改良し合う「コミュニティ駆動型開発」の強みとは？ 
78.​ライセンス（利用許諾）の種類の違いが、ビジネス利用にどう影響するか？ 
79.​「OS（基本ソフト）」のようにAIが社会インフラ化するプロセスにおけるオープンの意義。 
80.​開発者でなくてもAIの恩恵を受けられる「ローカルLLM」ブームの背景は？ 

【社会背景】（AI普及の技術的・社会的背景） 
81.​なぜ今回のAIブームは、過去と違って「一過性の流行」で終わらなかったのか？ 
82.​スマートフォンの普及が、AIに大量の学習用データを提供した経緯は？ 
83.​API（ソフトウェアの窓口）が公開されたことで、誰でもAIをアプリに組み込めるようになっ
た？ 

84.​企業におけるDX（デジタルトランスフォーメーション）とAI導入の相関関係は？ 
85.​行政や自治体がAIを活用し始めた、深刻な労働力不足という社会的要因。 
86.​AIによる自動化が、コールセンターや事務作業の現場をどう変えつつあるか？ 
87.​クラウド経由で安価に高性能AIを利用できる「SaaS（サース）」モデルの浸透。 
88.​リテラシー教育の広まりが、AIへの「恐怖感」をどう変えてきたか？ 
89.​日本政府の「AI戦略」が、国内の技術開発や普及に与えている影響は？ 
90.​コロナ禍によるリモート化の進展が、AI活用を加速させた側面とは？ 

【倫理起源】（現代のAIが抱える倫理的課題の起源） 
91.​「ハルシネーション（もっともらしい嘘）」は、技術的に防ぐことができるのか？ 
92.​学習データに含まれる「偏見（バイアス）」が、AIの回答を差別的にする問題。 
93.​著作権のあるデータをAIが学習することの是非に関する、現在の法的議論。 
94.​AIが生成した画像や文章の「責任」は誰が負うべきなのか？ 
95.​「ディープフェイク」などの偽情報が、社会の信頼を揺るがす技術的リスク。 
96.​AIの判断基準がブラックボックス化（不透明）していることの危険性は？ 
97.​「説明可能なAI（XAI）」とは、AIがなぜそう判断したかを解説する技術？ 
98.​AIによるプライバシー侵害や監視社会への懸念に対する国際的なルール作り。 
99.​AIが人間の「仕事」を奪うという懸念に対し、どう向き合うべきか？ 
100.​ 「責任あるAI（Responsible AI）」という指針が、企業に求められる理由は？ 



 

 
 

第2章：人工知能の要素技術（100問） 
【データ】（データの力学と前処理） 

1.​ AIに学習させる前の「データクリーニング」はなぜ最も時間がかかると言われるのか？ 
2.​ 「ゴミを入れればゴミが出てくる（GIGO）」という言葉がAI開発で重視される理由は？ 
3.​ データの「欠損値」や「外れ値」をどう処理するかでAIの精度はどう変わるのか？ 
4.​ 「ラベル付け（アノテーション）」作業とは、AIに何を教えるための工程か？ 
5.​ データの偏りを防ぐための「正規化」や「標準化」という操作の目的は？ 
6.​ 訓練データ、検証データ、テストデータに分けるのはなぜ必要なのか？ 
7.​ 少ないデータを水増しする「データ拡張（Data Augmentation）」の代表的な手法は？ 
8.​ 構造化データ（Excel等）と非構造化データ（画像・音声等）で前処理はどう違うか？ 
9.​ 学習データに個人の特定情報が含まれないようにする「匿名化」の技術とは？ 
10.​データの「鮮度」が、推論結果の信頼性に与える影響とは？ 

【NN基礎】（ニューラルネットワークの基礎） 
11.​ニューロンのつながりを模した「エッジ」と、そこを流れる「重み」の役割は？ 
12.​「バイアス」という値は、AIの判断の「しきい値」をどう調整しているのか？ 
13.​活性化関数の中でも、なぜ「ReLU（ランプ関数）」が現代の主流になったのか？ 
14.​ネットワークの層を増やすことで、なぜ複雑な境界線を引けるようになるのか？ 
15.​回帰問題と分類問題で、最後に出力されるデータの形はどう違うのか？ 
16.​多クラス分類によく使われる「ソフトマックス関数」とは何を計算しているのか？ 
17.​「損失関数」は、AIが自分の間違いをどう数値化するためのものか？ 
18.​勾配降下法において「学習率」の設定ミスが招く問題とは？ 
19.​局所最適解（ローカルミニマム）に陥るとは、学習においてどのような状態か？ 
20.​パラメータの更新を効率化する「オプティマイザ（Adamなど）」の進化とは？ 

【ベクトル】（トークナイザーと埋め込みベクトル） 
21.​AIは文章をそのまま読めない？「トークナイズ」という分割工程の仕組みは？ 
22.​単語単位ではなく、文字の組み合わせで分ける「サブワード」方式の利点は？ 
23.​未知の言葉（辞書にない語）に遭遇した時、最新のトークナイザーはどう振る舞うか？ 
24.​言葉を多次元の数値リストにする「埋め込みベクトル（Embedding）」の正体とは？ 
25.​「王様 － 男性 ＋ 女性 ＝ 女王」という有名な計算ができるのはなぜか？ 
26.​ベクトル空間で「言葉の距離」が近いとは、意味が似ているということか？ 
27.​以前の「Word2Vec」と、文脈でベクトルが変わる現在のモデルの決定的な違いは？ 
28.​高次元のベクトルを、人間が見てわかるように2次元や3次元に圧縮する技術とは？ 
29.​コサイン類似度とは、二つの言葉の「向き」をどう評価する指標か？ 
30.​数万もの単語をベクトル化する際の、次元数の設定が精度に与える影響は？ 



【変換器】（Transformerの構造） 
31.​「自己注意機構（Self-Attention）」は、一文の中でどの言葉の関係を重視しているのか？ 
32.​Transformerが従来のRNNと違い「並列処理」が得意なのはなぜか？ 
33.​「マルチヘッド・アテンション」とは、複数の視点で文脈を追う仕組みのこと？ 
34.​エンコーダーとデコーダー、それぞれの役割と現在のLLMでの使われ方は？ 
35.​位置エンコーディング（Positional Encoding）は、語順の情報をどうAIに伝えているか？ 
36.​「Attention Map」を可視化することで、AIがどこを重視したか分かるのか？ 
37.​層の積み重ね（レイヤー）を増やすことで、文脈の理解度はどう深まるか？ 
38.​スキップ接続（Residual Connection）が、深い層でも学習をスムーズにする仕組みは？ 
39.​正規化レイヤー（Layer Normalization）が、計算の安定化に果たす役割は？ 
40.​Transformerは、なぜ長い文章（ロングコンテキスト）を扱うのが難しいと言われるのか？ 

【学習推論】（学習と推論のプロセス） 
41.​モデルを鍛える「学習（Training）」と、実際に使う「推論（Inference）」の工程の違い。 
42.​学習時に行われる「誤差逆伝播（バックプロパゲーション）」の計算の仕組みは？ 
43.​推論時に「学習済みモデル」の重みデータだけを配布するのはなぜか？ 
44.​学習には高性能なGPUが大量に必要だが、推論はスマホでも可能な理由は？ 
45.​「エポック数」と「バッチサイズ」の設定が、学習の仕上がりに与える影響は？ 
46.​学習が途中で止まってしまう「勾配消失」や「勾配爆発」をどう防ぐのか？ 
47.​モデルを保存する形式（ONNXやPyTorchpthなど）の違いとは？ 
48.​「コールドスタート」問題など、推論をサーバーで動かす際の技術的課題。 
49.​モデルのサイズ（パラメータ数）と、推論にかかる時間の相関関係。 
50.​学習が終わった後も、継続的に新しいデータを学ばせることは可能か？ 

【RAG】（検索拡張生成） 
51.​なぜLLMは最新のニュースを知らないのか、それを解決するRAGの仕組みとは？ 
52.​RAGにおいて、外部文書を「チャンク（断片）」に分ける際の注意点は？ 
53.​ベクトルデータベース（Pinecone等）は、情報をどのように保管しているのか？ 
54.​ユーザーの質問をベクトル化し、関連文書を「検索」するステップの詳細。 
55.​検索された文書をプロンプトに付け加えてAIに渡す「プロンプト注入」とは？ 
56.​ハルシネーション（嘘）を減らすために、RAGが果たす「根拠」の役割。 
57.​セマンティック検索（意味検索）と、従来のキーワード検索の違いは？ 
58.​RAGの精度を左右する「リランク（再順位付け）」という工程の重要性。 
59.​社内規定やマニュアルをAIに読み込ませる際、RAGが選ばれる理由は？ 
60.​RAGを使っても、AIが間違った文書を引用してしまう原因は何があるか？ 

【微調整】（ファインチューニングとRLHF） 
61.​出来合いのモデルを特定の専門分野に染め直す「ファインチューニング」とは？ 
62.​全ての層を再学習させない「LoRA」などの軽量な手法が流行している理由は？ 
63.​人間のフィードバックによる強化学習（RLHF）は、回答をどう「矯正」するのか？ 
64.​AIに「良い回答」と「悪い回答」をランク付けして教えるプロセスの詳細。 
65.​なぜRLHFを経たモデルは、以前より「安全で丁寧」に回答するようになるのか？ 



66.​医療や法律など、極めて高い専門性が求められる分野での追加学習の難しさ。 
67.​ファインチューニングを行うために必要な、質の高いデータセットの作り方。 
68.​「破滅的忘却」とは、新しいことを学ぶと古いことを忘れてしまう現象？ 
69.​指示（Instruction）に従う能力だけを強化する「SFT」の役割とは？ 
70.​自分の話し方や癖を模倣させるために、どのような学習が必要か？ 

【複数様態】（マルチモーダル技術） 
71.​テキスト、画像、音声を「共通のベクトル空間」で扱うとはどういうことか？ 
72.​画像を見てその内容を説明する「Image-to-Text」の背後にある技術。 
73.​逆に、言葉から画像を生成する際の「拡散モデル」の物理的な仕組みは？ 
74.​OpenAIの「CLIP」が、画像とテキストを結びつけた手法の画期的な点。 
75.​動画を「一連の静止画」としてではなく「動く物体」として理解する技術。 
76.​音声をテキストに書き起こす（Whisper等）際の、ノイズ除去と認識の仕組み。 
77.​マルチモーダルLLMが、写真の中の「おかしな点」を指摘できるのはなぜか？ 
78.​楽譜や図面など、特殊な視覚情報を理解させるための学習の工夫。 
79.​ロボットが周囲の映像を見て「指示通りの行動」を取るためのマルチモーダル。 
80.​複数の情報を統合することで、AIの「理解の解像度」はどう上がるのか？ 

【インフラ】（クラウドとエッジ） 
81.​NVIDIAのGPU（H100等）が、世界中で争奪戦になっている技術的理由。 
82.​複数のGPUを繋いで一つの巨大なAIを育てる「分散学習」の仕組み。 
83.​クラウド（AWS, Azure等）でAIを動かすメリットと、データの機密性の課題。 
84.​スマホや家電の中でAIを動かす「エッジAI」に求められる軽量化技術。 
85.​GoogleのTPUなど、AI計算に特化した「ASIC」はGPUと何が違うのか？ 
86.​AIモデルを圧縮する「量子化（Quantization）」は、計算精度をどう削るのか？ 
87.​メモリ容量（VRAM）が足りないと、大きなLLMは動かせないという物理的制約。 
88.​1トークンを生成するために必要な「電力消費」と環境への影響。 
89.​自社サーバー（オンプレミス）でAIを動かしたい企業の最大の動機は？ 
90.​通信の遅延（レイテンシ）を減らすために、推論をユーザーの近くで行う工夫。 

【評価管理】（評価指標と精度管理） 
91.​AIの回答が正しいかを測る「パープレキシティ」や「BLEUスコア」の意味。 
92.​正解か不正解かだけで測れない「生成AIの良さ」をどう客観的に評価するか？ 
93.​「説明可能なAI（XAI）」は、ブラックボックスなAIの判断をどう解釈可能にするか？ 
94.​回答の「毒性（トキシシティ）」やバイアスを自動チェックする技術。 
95.​ハルシネーションを測定するためのベンチマークテストの仕組み。 
96.​モデルのバージョンアップ（GPT-4から4oなど）で、性能が落ちていないか確認する手法。 
97.​ユーザーからの「低評価」ボタンのデータを、どうモデル改善に繋げるか。 
98.​回答が一定の基準を満たさない場合に、出力を遮断する「ガードレール」技術。 
99.​A/Bテストを使って、どのAIモデルがビジネスに有効かを判断する方法。 
100.​ 技術の進歩が早すぎる中で、AI評価の「標準」をどう作っていくべきか。 



 

第3章：人工知能の開発環境（100問） 
【ツール・プログラミング・学びの継続】 

【Python】（Pythonとその主要ライブラリ） 
1.​ AI開発でPythonが「標準言語」として選ばれ続けている最大の理由は？ 
2.​ 数値計算を高速化する「NumPy」は、AIの内部で何を処理しているのか？ 
3.​ データ分析に不可欠な「Pandas」が、表形式のデータを扱う際の利点は？ 
4.​ 機械学習の定番「Scikit-learn」でできること、できないこと。 
5.​ Googleが開発した「TensorFlow」と、Metaが開発した「PyTorch」の違い。 
6.​ なぜ最近の研究現場ではPyTorchが主流になりつつあるのか？ 
7.​ グラフを描画する「Matplotlib」が、学習過程の可視化に重要な理由は？ 
8.​ 「Jupyter Notebook」が、試行錯誤の多いAI開発に向いている点は？ 
9.​ 仮想環境（Anaconda等）を作って、ライブラリの衝突を防ぐ必要性は？ 
10.​Pythonのコードを高速化する「Cuda」との連携の仕組み。 

【API連携】（API経由のモデル利用） 
11.​自分でサーバーを持たずにAIを使える「API（Application Programming Interface）」と
は？ 

12.​OpenAI APIを使って、自作アプリにChatGPTの機能を組み込む手順。 
13.​API利用時の「トークン課金」という仕組みを、コスト管理の視点から解説。 
14.​API経由で送ったデータが、モデルの学習に再利用されないようにする設定。 
15.​AnthropicのClaudeやGoogleのGeminiなど、複数のAPIを使い分けるメリット。 
16.​「システムプロンプト」をAPI側で固定し、AIに特定の役割（人格）を与える方法。 
17.​APIの「レスポンス形式（JSONなど）」を指定して、後続の処理を自動化する技術。 
18.​複数のAPIを束ねて、より安く、より速いモデルへ自動で切り替える手法。 
19.​APIキーが盗まれないようにするための、セキュリティ上の基本ルール。 
20.​サーバーレス環境（AWS Lambda等）とAI APIを組み合わせた軽量アプリ構築。 

【ノーコード】（ノーコードAIプラットフォーム） 
21.​PartyRock（AWS）が、プログラミング不要でアプリを作れる仕組み。 
22.​DifyやDanteなどの「LLMアプリ構築ツール」が、業務効率化に役立つ理由は？ 
23.​ノーコードツール内で、複数のAI（GPTとClaudeなど）を比較するメリット。 
24.​画面上のボタン配置（UI設計）が、AIアプリの使い心地をどう変えるか？ 
25.​ノーコードツールで「自分専用のナレッジ（PDF等）」を読み込ませる手順。 
26.​外部のWebサイトから情報を取ってくる「Webブラウジング」機能の組み込み。 
27.​作成したノーコードアプリを、チームや外部に共有する際の手順と注意点。 
28.​プログラムが書ける人と、ノーコードを使う人の「役割分担」はどうあるべきか？ 
29.​ノーコードツール自体の利用料金と、AIモデル使用料の関係。 
30.​将来、ノーコードが進化して「AIがAIを作る」ようになる可能性は？ 

【プロンプト】（プロンプトエンジニアリング） 



31.​「深呼吸して考えて」と書くと精度が上がる？心理的プロンプトの真偽。 
32.​「Chain of Thought（思考の連鎖）」をプロンプトで明示的に促す書き方。 
33.​AIに「あなたは〇〇の専門家です」と役割（ロール）を与える効果。 
34.​良い回答例をいくつか提示する「Few-shotプロンプティング」のコツ。 
35.​複雑なタスクを、小さなステップに分解して指示する「タスク分解」の手法。 
36.​「簡潔に」「箇条書きで」など、出力形式を厳密に指定するパラメータ。 
37.​プロンプト内に、AIが参照すべき「参考資料」を構造的に配置する方法。 
38.​AIに自分の回答を「自己批判・修正」させるプロンプトのテクニック。 
39.​攻撃的な入力を防ぐ「ネガティブプロンプト」の考え方。 
40.​プロンプトのわずかな語尾の違いで、AIの回答がどう変わるかの実験。 

【自学自習】（自習用プラットフォームと学び方） 
41.​edXやCourseraなどの「MOOCs」で、世界最高峰の大学のAI講義を受ける方法。 
42.​英語の講義を、AIの翻訳ツールを使いながら効率的に受講するコツ。 
43.​技術の進歩が早いAI分野で、「基礎理論」と「最新ツール」の学習バランス。 
44.​Kaggle（カグル）などのデータ分析コンペに参加して、実践力を磨く方法。 
45.​学習した内容をアウトプット（ブログやコミュニティでの発信）する意義。 
46.​AIに関連する数学（線形代数・統計・微分）の「必要な部分」だけを学ぶ。 
47.​YouTubeの技術解説チャンネルや、海外のポッドキャストの活用。 
48.​学びを共有する仲間（勉強会やDiscordサーバー）の見つけ方。 
49.​技術書（オライリー等）をAIと一緒に読み進める「伴走型学習」のやり方。 
50.​自分がedXで学んだコースを、どうやって実務やボランティアに活かすか？ 

【代理人】（AIエージェントと自律型タスク遂行） 
51.​「指示待ちAI」から、自ら計画して動く「AIエージェント」への進化。 
52.​AutoGPTやBabyAGIなどの、自律型エージェントの基本的な仕組み。 
53.​エージェントが外部ツール（検索・計算・ファイル操作）を使いこなす技術。 
54.​複数のAIエージェントが役割分担して議論する「マルチエージェント」の可能性。 
55.​エージェントが「失敗」した時に、自分で軌道修正するプロセスの詳細。 
56.​ユーザーの意図を汲み取って、メール送信やスケジュール調整を代行させる。 
57.​自律的に動き続けるエージェントの「暴走」を防ぐための監視体制。 
58.​エージェント開発に使われるフレームワーク（LangChain, CrewAI等）の概要。 
59.​「一晩中、AIがリサーチをして結果をまとめてくれる」未来の働き方。 
60.​エージェントにどこまでの「権限」を与えるべきかという倫理的課題。 

【開発管理】（GitHubとバージョン管理） 
61.​プログラムの変更履歴を管理する「Git」と「GitHub」の役割。 
62.​世界中のAI研究者がGitHubでコードを公開している「オープンサイエンス」の文化。 
63.​他人の作った便利なAIコードを自分の環境に「クローン」して試す方法。 
64.​モデルの「重みファイル」を効率的に管理するためのLFS（大規模ファイル保存）。 
65.​「README.md」を読んで、AIツールの使い方や動作条件を理解するコツ。 
66.​コードの不具合を見つけたり、新機能を提案したりする「Issue」と「PR」。 
67.​AIモデルの学習ログ（損失率の推移など）を記録・共有するツール。 



68.​チーム開発において、AIのパラメータ設定を共有する「Config管理」。 
69.​GitHub Copilotなどの「AIによるコーディング支援」を使いこなす。 
70.​自分が開発したAIツールをGitHubに公開して、世界に貢献する手順。 

【ローカル】（ローカルLLM環境の構築） 
71.​クラウドではなく自分のPC（ローカル）でAIを動かすメリット（機密・コスト）。 
72.​OllamaやLM Studioなどの「ローカルLLM実行ツール」の簡単な使い方。 
73.​ローカルでLLMを動かすために必要なPCスペック（GPUのメモリ容量等）。 
74.​巨大なモデルを削って軽くした「GGUF」などの量子化フォーマットとは？ 
75.​ネット接続がなくても使える「オフラインAI」が活躍する場面。 
76.​ローカル環境なら「何を質問しても他人に知られない」という安心感。 
77.​日本語に特化したローカルモデル（Llama-3の日本語版など）の選び方。 
78.​自分のPCでRAG（私的なファイルの検索）を構築する際のツール。 
79.​メモリが足りない時に、CPUとGPUで処理を分担する「オフロード」技術。 
80.​ゲーミングPCの性能を、AIの推論速度（トークン/秒）で比較する方法。 

【ベクトルDB】（ベクトルDBの構築） 
81.​RAGの土台となる「ベクトルデータベース」とは、普通のDBと何が違うか？ 
82.​Pinecone, Weaviate, Milvusなどの主要なベクトルDBの特徴と比較。 
83.​検索スピードを上げるための「インデックス（索引）」の張り方の技術。 
84.​メタデータ（日付やカテゴリ）を使って、検索範囲を絞り込むフィルタリング。 
85.​データベースに情報を登録する際の「更新・削除」の管理手順。 
86.​100万件以上の文書から、瞬時に似た意味を探し出す「近似最近傍探索（ANN）」。 
87.​ローカルで手軽に使えるベクトルDB「Chroma」や「FAISS」の活用。 
88.​ベクトルDBの運用コスト（ストレージ容量や計算コスト）の見積もり。 
89.​検索された情報の「正確性」を定期的にテストし、DBをチューニングする。 
90.​既存のSQLデータベースに「ベクトル検索機能」を追加する最新の動向。 

【継続学習】（Active Learning） 
91.​AIは一度作ったら終わりではない？「継続的学習」の重要性。 
92.​ユーザーの反応を見て、AIが「自分の間違い」から学ぶアクティブラーニング。 
93.​古い知識が新しいデータで上書きされる「破滅的忘却」をどう防ぐか。 
94.​運用中のAIモデルの精度が徐々に落ちていく「モデル・ドリフト」への対策。 
95.​定期的に新しいデータで再学習（再ファインチューニング）を行うサイクル。 
96.​AIの出力結果を人間が評価し、次の学習に回す「人間参加型（Human-in-the-Loop）」。 
97.​モデルの「A/Bテスト」を行い、新旧どちらが優秀かを確認するフロー。 
98.​AI技術の進歩に合わせて、より高性能な「基盤モデル」に乗り換える判断基準。 
99.​学習にかかる時間と費用の「費用対効果」をどう評価するか。 
100.​ 自分のAIガイドを「常に最新」に保つための、自分自身の学びのサイクル。 

 



第4章：社会実装とガバナンス（100問） 
【行政・医療・ビジネス・倫理】 

【公共医療】（行政・医療分野での推進） 
1.​ 行政サービスの窓口業務をAI化する際の、最大の障壁（法と前例）。 
2.​ 医療分野におけるAI診断支援が、「医師の責任」をどう変えるのか。 
3.​ 自治体が保有する「個人情報の塊」をAIに学習させる際の安全対策。 
4.​ 過疎地の医師不足を、遠隔AI診断やAIチャットがどう補えるか。 
5.​ 誰でも平等にAIの恩恵を受けられるようにする「デジタル・アクセシビリティ」。 
6.​ 政策の意思決定にAIの予測データを使う際、人間が最後に判断する意義。 
7.​ 行政文書の「要約」や「翻訳」をAIが行うことで得られる、公務員の時間創出。 
8.​ 災害時の避難誘導や被害予測に、AIのリアルタイム分析をどう活かすか。 
9.​ マイナンバーカードなどの公的認証と、AIサービスの連携の可能性。 
10.​行政の「透明性」と、AIの判断プロセスの公開（オープンガバメント）。 

【権利保護】（プライバシーと著作権） 
11.​インターネット上の画像をAIが学習することは、著作権侵害になるのか？ 
12.​日本の著作権法（30条の4）が「AI開発に寛容」と言われる理由。 
13.​AIが生成した絵や文章に「著作権」は発生するのか？（現在の判例）。 
14.​企業の秘密情報をAIに入力する際、情報漏洩を防ぐための技術的・契約的手段。 
15.​GDPR（欧州一般データ保護規則）などの国際的なプライバシー規制の影響。 
16.​自分のデータがAIの学習に使われるのを拒否する「オプトアウト」の仕組み。 
17.​「忘れられる権利」：AIの学習済みモデルから特定の情報を消せるか？ 
18.​著作権者の利益を守りつつ、AIを進化させるための「対価還元」の議論。 
19.​AI生成物が他人の著作権を侵害していないかチェックする「類似性検知」。 
20.​開発者、利用者、プラットフォーム、誰が「データの法的責任」を負うのか。 

【業務変革】（業務プロセスの再設計/DX） 
21.​単なる「ツール導入」ではなく、AI前提で仕事の流れ自体を変える。 
22.​会議の議事録作成からタスク管理まで、AIによる「事務の全自動化」。 
23.​AI導入によって削減された時間を、人間は「どのような価値創造」に使うべきか。 
24.​企業の「レガシーシステム（古い基盤）」とAIを接続する際の技術的課題。 
25.​AI導入に反対する現場の「抵抗感」をどう解消し、味方に付けるか。 
26.​AIができることと、人間にしかできないことの「境界線」の引き方。 
27.​中小企業が限られた予算で、最も効果的にAIを導入できるポイント。 
28.​カスタマーサポートにAIを導入し、顧客満足度を上げる「共感型AI」の設計。 
29.​営業のメール作成や提案資料の構成をAIが担う「AIアシスタント」の効果。 
30.​DX（デジタルトランスフォーメーション）におけるAIの成功指標（KPI）とは？ 

【統治責任】（AIガバナンスと企業の責任） 
31.​企業が「AI利用ガイドライン」を策定する際に盛り込むべき必須項目。 
32.​経営層が負うべき、AIの不適切な利用によるブランド毀損リスクへの責任。 



33.​「AI倫理委員会」のような組織を社内に設置する意義と役割。 
34.​サプライチェーン全体で、取引先のAI利用が安全かを確認する監査。 
35.​AIの回答がもたらした不利益（誤診、誤判、投資失敗）への損害賠償。 
36.​投資家が注目する「ESG投資」としてのAIの適正利用。 
37.​企業がAIの「ブラックボックス化」を防ぎ、説明責任を果たすための体制。 
38.​AI開発における多様なメンバーの参加が、偏った判断を防ぐ鍵になる。 
39.​国際的なAIガバナンスの枠組み（G7広島AIプロセス等）への対応。 
40.​「AI安全研究所（AISI）」などの公的機関と企業が連携する重要性。 

【人間中心】（Human-in-the-loop） 
41.​最終的な判断は必ず人間が行う「Human-in-the-loop」という設計思想。 
42.​AIが「確信が持てない」時に、人間に確認を求めるシステムの構築。 
43.​AIの出した答えを鵜呑みにせず、人間が検証（ファクトチェック）する習慣。 
44.​AIの操作ミスを防ぐための、直感的で分かりやすいUI（画面設計）。 
45.​AIと人間が「対等な対話」を通じて、新しいアイデアを生むブレインストーミング。 
46.​身体障害や言語の壁をAIが埋めることで、より多くの人が社会参加できる仕組み。 
47.​AIの介在によって、人間の「自己決定権」が損なわれないようにする方法。 
48.​教育現場でAIを「答えを出す道具」ではなく「思考を助ける家庭教師」にする。 
49.​高齢者がAIと触れ合うことで、孤独感の解消や認知機能の維持に役立てる。 
50.​AIとの共生において、人間が磨くべき「問いを立てる力（問いの質）」。 

【偏見対策】（バイアスの検知と修正） 
51.​なぜAIは、過去のデータから人種や性別の「偏見」を学んでしまうのか？ 
52.​採用選考AIが、特定のグループを不当に低評価してしまう技術的リスク。 
53.​学習データの「多様性」を確保することで、バイアスを事前に減らす手法。 
54.​AIの出力を監視し、差別的な表現を検知した際に遮断する「ガードレール」。 
55.​どの項目（属性）がAIの判断に強く影響しているかを分析する手法。 
56.​「公平性（Fairness）」を数値で測定し、AIモデルの偏りを評価する。 
57.​開発チームのメンバー構成が偏っていると、AIのバイアスに気づけない？ 
58.​特定の文化や宗教に対する配慮をAIに教え込む「文化的な適応」。 
59.​アルゴリズムによる「差別」が起きた際に、誰が是正を申し立てられるか。 
60.​過去の偏見を正し、未来の社会を「より公平」にするためにAIを使う。 

【学び直し】（リスキリングと教育） 
61.​AIに仕事が奪われるのではなく、「AIを使う人」に仕事が移るという意味。 
62.​全ての社員がAIの基本（リテラシー）を学ぶための、企業内教育プログラム。 
63.​文系・理系を問わず、「AIと対話する力（プロンプト力）」を養う教育。 
64.​学校教育で、計算機やAIを「文房具」のように使いこなすための指針。 
65.​シニア層がAIを「孫との会話」や「趣味の拡張」に活かすためのデジタル教室。 
66.​AIが答えを出してくれる時代に、人間が学ぶべき「教養」の価値とは。 
67.​職業の寿命が短くなる中で、一生学び続ける「ライフロングラーニング」。 
68.​AIを活用して、個人の理解度に合わせて学習内容を変える「アダプティブラーニング」。 
69.​リスキリングを支援するための、政府や企業の助成金とインセンティブ。 



70.​自分のスキルをAIで「増幅」させ、一人で何人分もの仕事をする働き方。 

【防犯安全】（セキュリティ対策） 
71.​AIを言葉で騙して、秘密情報を聞き出す「プロンプトインジェクション」とは？ 
72.​AIの学習データに毒を混ぜる「ポイズニング攻撃」の脅威と対策。 
73.​AIを介した巧妙な「フィッシング詐欺」を、人間はどう見破るべきか。 
74.​企業のAIチャットボットが、不適切な発言や情報の漏洩をしないための防御壁。 
75.​AIのモデルそのものが盗まれる「モデル抽出攻撃」に対する保護。 
76.​敵対的サンプル（人間には正常に見えるがAIが誤認するデータ）の危険性。 
77.​AIサーバーへのサイバー攻撃（DDoSなど）が、インフラとしてのAIを止めるリスク。 
78.​開発環境（GitHubなど）を通じた、AIコードへの悪意あるコードの混入。 
79.​AIを「防御側（セキュリティ対策）」に使うことで、ウイルスの検知を早める。 
80.​セキュリティ担当者が「AIの脆弱性」をテストするための手法（レッドチーム）。 

【国際規制】（国際的な規制動向） 
81.​欧州の「AI法（AI Act）」：リスクの高さに応じて規制を変える階層構造。 
82.​米国の大統領令に見る、AI開発の安全性と競争力の両立を目指す姿勢。 
83.​日本の「AI事業者ガイドライン」：規制よりも「柔軟な指針」を重視する理由。 
84.​自由主義諸国と、権威主義的な国々でのAI規制の思想的な違い。 
85.​国連（UN）が提唱する、AIを人類全体の利益にするための国際合意。 
86.​「フロンティア・モデル（最先端AI）」に対する、特別な安全性審査。 
87.​オープンソースAIの規制を巡る、イノベーションと安全性のジレンマ。 
88.​AIの「軍事利用（自律型兵器など）」を制限するための国際的な議論。 
89.​技術規格（ISOなど）によって、AIの品質を世界共通で評価する動き。 
90.​国際的な連携なしに、一国だけの規制でAIのリスクは防げるのか？ 

【共生未来】（AIとの共生と労働環境） 
91.​AIが高度な専門業務（法律、会計）を担うようになった後の、「資格」の価値。 
92.​労働時間が短縮された結果、人々が「余暇」をどう過ごすかが重要になる。 
93.​ベーシックインカム（最低所得保障）など、AIによる富の偏りを正す議論。 
94.​AIでは代替できない「感情的ケア」「対面サービス」の価値の再評価。 
95.​人間がAIに「指示を出す側（ディレクター）」になることの責任と誇り。 
96.​物理的なロボットとAIが融合し、農業や建設現場の労働を肩代わりする。 
97.​会社組織そのものがAIによってフラット化し、個人の力が強まる未来。 
98.​AIとの長い付き合いの中で、人間の「脳」や「認知」はどう変化していくか。 
99.​科学的な発見をAIが加速させ、寿命の延長や新エネルギーが実現する可能性。 
100.​ 100年後の教科書に、「2020年代のAI革命」はどう記述されていると思うか？ 
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